
アンケート調査票の修正の方向性

 住民アンケートの実施にあたり、昨年度調査結果との比較分析することを踏まえて、H24

年度調査時の調査票をベースとして用いる。

 震災を経験した都市（A都市、B都市）で調査することを踏まえ、アンケート調査票に「防

災とコミュニティ」の観点を取り入れる。

調査票修正の趣旨

資料６

アンケート調査に新たに追加する事項（案）アンケート調査に新たに追加する事項（案）

●防災や減災を考えるうえで、地域のコミュニティはどのような主体と協力すべきだと思うか。

●協力・連携するうえで、どのような役割分担が考えられるか。

●地域住民同士で助け合うためにどのような情報が必要となるか。

震災の前後での、コミュニティ意識の変化

●震災をうけて、コミュニティに大きな変化（例：住民の入れ替わりなど）があったか。

●地域とのつながりは震災後も保たれているか（強くなった/変わらない/弱くなった 等）。

震災を受けた、地域コミュニティの変化

問4（選択肢の修正）

この地域に住みたいと思ったきっかけは何ですか。

⇒選択肢４ 防犯面で安全な地域だから

被災地に調査することに伴う、文言修正

問19 （設問の修正）
阪神大震災や東日本大震災等の前後で、ご近所付き
合いに対する考え方は変わりましたか。


